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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 を 受 け る た め の 入 口 、 出 口 、 お よ び ア ク チ ュ エ ー タ を 有 す る 弁 と 、
　 弁 の 出 口 と 流 体 連 通 し て い る ス パ ウ ト と 、
　 ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ 、 弁 が 閉 鎖 さ れ る 閉 位 置 お よ び 弁 が 開 放 さ れ て 液 体 が ス パ ウ
ト か ら 分 注 可 能 に な る 開 位 置 を 有 す る レ バ ー と 、
　

係 止 部 材 内 に
切 欠 き を 画 定 し 、 レ バ ー が 切 欠 き 内 に 着 座 し て レ バ ー の 閉 位 置 か ら 開 位 置 へ の 移 動 が 阻 止
さ れ る 係 止 位 置 な 係 止 部 材 と を 備 え 、
　 係 止 部 材 は 係 止 位 置 か ら 非 係 止 位 置 に で あ り 、 非 係 止 位 置 で は レ バ ー が 切 欠 き
内 に 着 座 せ ず レ バ ー の 閉 位 置 か ら 開 位 置 へ の 移 動 が 可 能 に な る 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 係 止 部 材 が 長 手 方 向 軸 を 画 定 し 、 ス パ ウ ト 用 開 口 が 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ る
請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 係 止 部 材 が 長 手 方 向 軸 を 画 定 し 、 ス パ ウ ト お よ び レ バ ー が 共 に 、 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に
あ る 場 合 に 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 切 欠 き が 、 レ バ ー の 開 位 置 か ら 閉 位 置 に 向 か う 移 動 に よ っ て 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に 移 動
さ れ る よ う に 形 付 け ら れ る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 弁 ア ク チ ュ エ ー タ が 通 常 閉 鎖 さ れ て い る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が ば ね 負 荷 式 で あ り 、 レ バ ー を 解 放 す る と レ バ ー が 開 位 置 か ら 閉 位 置 に
自 動 的 に 移 動 す る よ う に な さ れ る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 切 欠 き が 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ た 丸 み の 付 い た 部 分 を 含 み 、 レ バ
ー は 、 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に あ る 場 合 に 丸 み の 付 い た 部 分 内 に 着 座 す る 請 求 項 に 記 載 の
液 体 分 注 シ ス テ ム 。

係 止 部 材 が 係 止 部 材 を 通 る ス パ ウ ト 用 開 口 を 画 定 し 、 ス パ ウ ト 用 開 口 が ス パ ウ ト を 受 け
て 係 止 部 材 が ス パ ウ ト の 周 り で 回 転 可 能 で あ る よ う に な さ れ 、 該 係 止 部 材 が

へ と 回 転 可 能
回 転 可 能
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【 請 求 項 ８ 】
　 切 欠 き が 、 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ た 丸 み の 付 い た 部 分 、 お よ び 丸
み の 付 い た 部 分 か ら 係 止 部 材 の 外 側 縁 部 ま で 延 在 す る 停 止 部 分 を 含 み 、 切 欠 き の 停 止 部 分
は 、 レ バ ー が 開 位 置 か ら 閉 位 置 に 移 動 さ れ た と き に レ バ ー と 係 合 す る 請 求 項 に 記 載 の 液
体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 切 欠 き の 停 止 部 分 お よ び 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 が ス パ ウ ト 用 開 口 に 対 し て 鈍 角 を 画 定 す
る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 レ バ ー が 、 閉 位 置 と 開 位 置 の 間 で 旋 回 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 レ バ ー が 、 弁 ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ た 第 １ の 端 部 お よ び 第 １ の 端 部 に 対 向 す る 第 ２
の 端 部 を 有 し 、 レ バ ー が 開 位 置 に あ る 場 合 は レ バ ー が 閉 位 置 に あ る 場 合 よ り も 、 レ バ ー の
第 ２ の 端 部 が ス パ ウ ト か ら 遠 く 離 れ た と こ ろ に 位 置 付 け ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 分 注
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 ２ の 弁 お よ び 第 ２ の レ バ ー を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 ２ の 弁 の 入 口 が 湯 源 に 連 結 さ れ 、 第 ２ の レ バ ー は 、 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に あ る 場 合 に
係 止 部 材 内 に 着 座 す る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　

、 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 係 止 部 材 を 備 え 、
　 係 止 部 材 の 第 ２ の 端 部 が そ の 中 に 水 栓 の 分 注 レ バ ー を 受 け る た め の 切 欠 き を 画 定 し 、
　 係 止 部 材 は 係 止 位 置 を 画 定 し 、 係 止 位 置 で 切 欠 き が 分 注 レ バ ー を 捕 獲 し 、
　 止 部 材 が 分 注 レ バ ー を 解 放 す る
た め に 係 止 位 置 か ら 可 動 で あ る よ う に 形 付 け ら れ る 、 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 係 止 部 材 が 長 手 方 向 軸 を 画 定 し 、 ス パ ウ ト 用 開 口 が 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ る
請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 切 欠 き が 、 レ バ ー の 開 位 置 か ら 閉 位 置 に 向 か う 移 動 に よ っ て 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に 移 動
さ れ る よ う に 形 付 け ら れ る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 切 欠 き が 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ た 丸 み の 付 い た 部 分 を 含 み 、 レ バ
ー は 、 係 止 部 材 が 係 止 位 置 に あ る 場 合 に 丸 み の 付 い た 部 分 内 に 着 座 す る 請 求 項 に 記 載
の 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 切 欠 き が 、 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 に 全 般 的 に 心 合 せ さ れ た 丸 み の 付 い た 部 分 、 お よ び レ
バ ー と 係 合 し て 係 止 部 材 を 係 止 位 置 に 位 置 付 け る た め の 丸 み の 付 い た 部 分 か ら 係 止 部 材 の
外 側 縁 部 ま で 延 在 す る 停 止 部 分 を 含 む 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 切 欠 き の 停 止 部 分 お よ び 係 止 部 材 の 長 手 方 向 軸 が ス パ ウ ト 用 開 口 に 対 し て 鈍 角 を 画 定 す
る 請 求 項 に 記 載 の 液 体 分 注 レ バ ー 係 止 部 。
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係 止 部 材 の 第 １ の 端 部 が 水 栓 の 液 体 分 注 ス パ ウ ト を 受 け る た め の 係 止 部 材 を 通 っ て 延 在
す る ス パ ウ ト 用 開 口 を 画 定 し て 、 係 止 部 材 が 開 口 を 通 っ て 挿 入 さ れ る ス パ ウ ト の 周 り で 回
転 可 能 で あ る よ う に な さ れ た

係 、 係 止 部 材 を ス パ ウ ト の 周 り で 回 転 さ せ る こ と に よ り
、 切 欠 き が
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